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Bacillus　 stear 。 thermo 　ltilus 由 来 の 耐 熱 性 β
一

ガ ラ ク ト シ ダ
ー

ゼ の 性 質 と 固 定 化

（ わ か も と 製 薬 生 物化 学 研 ）
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　 1 、目 的 　演 者 ら は 先 に Baeillus 一 里 IAMIIoelza の β 一
ガ ラ ク ト シ ダ ．一ゼ 遺 伝 子

を ク ロ ー ン 化 し 、そ の 遺 伝 子 が 枯 草 菌 で 効 率 よ く 発 現 す る こ と を 見 出 し た 轡
，

本 酵 素 は 耐 熱

性 に 優 れ て い る の で 、 こ れ を 牛 乳 や ホ エ
ーの 工 業 的 処 理 に 利 用 す る こ と を 目 的 と し て 研 究

を 進 め て い る e 今 回 は 組 換 え 枯 草 菌 で 産 生 し た β
一

ガ ラ ク ト シ ダ
ーゼ の 性 質 と 固 定 化 を 検

討 し た 結 果 を 報 告 す る 。

　 2 ．方 法 　酵 素 試 料 は 有機 溶 媒 処 埋 菌体 か ら の バ
ッ フ ァ

ー
抽 出 物 を 熱 処 理 、 DEAE − Sephadex

A −5Dに よ る 部 分 精 製 酵 紊 を 使 用 し た 。酵 素 の 固 定 化 方法 は イ オ ン 結 含 法 と し て 各 種 市 販 の

陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 使 用 し た 。 こ の
一部 は 吸 着 後 さ ら に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド（GA ）で 架 橋 し

た 。次 に 共 有 結 合 法 と し て Activated　CH − Sephar。 se 　4B ，CNBr −
aetivated 　Sepharose　4　B を 使 用 し た 。固

定 化 酵 索 の 至 適 温 度 は 1 ％ ラ ク ト
ー

ス （Mcllvaine 　bufier　
，　pH6 ．5 ） を 用 い て 調 べ た 。

， 3 ．結 果 　  遊 離 酵 素 の 性 質 。反 応 の 至 適 pH は 55 で 、至 適 温 度 は 70℃（pH65 ）で あ っ た 。 所

定 温 度 に お げ る 酵 素 活 性 の 半 減 期 は pH によ っ て 異 な り ．中 性 付 近 が 最 も安 定 で あ っ た 。pH7 ．0

に お け る 活 性 の 半 減 期 は 65 ℃ で 55 時 間 、60 ℃ で 155時 間 ．555℃で 620 時 間で あ つ た 。   固 定 化

酵 素 の 性 質 。 イ t ン 結 合 法 で は 陰 イ オ ン 交 換 樹 脂 を 検 討 し た と こ ろ 、nu6H しeAL7 が 最 も 良 か

っ た 。固 定 化 酵 素 の 至 適 薀 度 は Dublite 　A − 7 と A・tivat ・d　CH − Sepharese 　4　B が 70℃ で ．　 CNBr − aetiveted

S・ ph ・r 。se 　4　Hが 75
「
C で あ っ た 。一方 Du 。 1it・A −7 に 吸 着 固 定 化 後 、さ ら va　GA で 架 橋 し た 場 合 ．GA の

濃 度 が 高 く な る ほ ど 熱 安 定 性 が 減 少 し た 。現 在 ラ ク ト
ー

ス 、牛 乳 を 基 質 と し た 場 合 の 連 続

実 験 を 検 討 し て い る 。1） 59年 度 農 化 大 会 要 霹 集 P109 　2） J．　Baeteri・1，　in　 press （。ct ．）
「

　 　 　 　 R 。pe ・ti・s・a・d・lmm 。bm ・at1 ・rz　 ef 　Cl ・n・d　Therm ・st ・ble 　fl一G ・ 1．・ ・t・ sid ・・ e ・f　B ・。illus　 st・Et 。th・ ・m ・philus

　 　 　 Shinji　 ln。kai・Set。ru 　1（awall ，
　lk ・uhi ・s　Mrata 　L　 Setji 　t“99 ・r 。　i　and 　Mr ・ s ・lte　O  da

躍
　 　 　 　 　 　 　 　 り

　 　 　 1．　Laboratory　of　Biological 　Cbemistry ，W 騙 moto 　Pntlarmaeeutical　Co．，　　 2．　Depar七ment 　of 　Ferrnentation

　 　 　 　 Techaelogy
，　Osaka　University
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11 日的

△＿ 起源 の 固皀｛陣
一哺 ぬ σ 。sidU 　l閥 で 3 研 乳 工

　　 酵素 導的柱 質
　　　　（住長化 蓼　里命 エ 導斑 ）

°

珂野 恵美3 ・ム本簗廴 ・広意 冒歩 男

ミ1レ7 ， ホ エ
ー．ホ L − tt一 ミ工 一ト＄新し い 1餐島あ 3・い 俘 食勗原料と しマ剥

閉す3 た あ tU熊 K の 最匁 咸分 で あ る乳擁 初 ロ永分解 す3 こ と 貳 重婁写攤 で あ 玉 ．そこ

で ＼ 乳獅 踊 鱈 餬 く伽 k鰯 し 、編 ’陛 纏 晒 工 細 触嫌 と し て †分 1・ 覦 で 郡

齪 簿 サ aぬ 嵐 加 蜘 裂し そ・ 纛 的性 殊 つ ・ 1 て竣討脈 。

z ） 言法 」  起源 の P−P
−a・k 。tast・（an2 （新 日本化 学瓠 ）を マ フ ロ 兮孔 牲 両樹 オ

冫文挽欄 昏に ゲ 1レ ヲ 1レ 71 レ デ じ ド
「
k よ り菩 有辞倉で 凶定化 し kp 剃 主測たに綱 し純 屯疼咳

と い 贓 しrげ ル コ
ーZl グ、し コ ス ク・ブ トーZ ・i　z 」・

， マ　calfLしr＝ 。

3 ） 褓 勲 勘 p田 雄 ・蜘 言 齪 化 1訟 ・ て 殺 く 斐‘w ず．蜘 抔 工 一
の ．）1・r；　9ずス

イートホ エ ー、ミ iレクに 対 し 1 十 有効与潅性 毛痴し z い 撮 粒 之 の 纂質を刀 ラ ム 内毒留瞬

駆 募 硫 レ．｛。 艮 の 矯 馳 謬庇 脈 ． 額 ・蜘 乳編 廴碗 羅 rす、物 く 、 紅

一 ミ 1レ 7 の 場心 1託 ゆ 乳に蓬レ 、 こ 函 煮隷鱒勧 k 蔦で あ 7 癶 生成吻限署シ
弋慢 定化 kJ

り鋤 し凪 と 〆 kM 勧 劃畑
・

；柵 携 妹 ・ 割 ゴ鵜 轟 知 凱 乳糖縮 で 1帯

とkノど認の られ恥 丶 鴛 ， 看纏 建後に 欝 すら水 解導2昂 を淫威 す多 η ラ ム 肉毒留蒔間1；、

如 ℃ ．ス キム ミ 1レ 7en場倉・ 約 3 ん丶 ，敢 r院ホ エ ー
で ＠勅弱、　 d；工 一1ぐ 一 ミ エ

ート  3。滸で

あ り．葬澎に矩瞬間で 淫威 それ鶴 稼k　ep砺 ン 1： 対貫 形 柱 の 専昆柱 呈刻肥 し獅 ぐ
、 フK

銀 肩 〃 喬 纏 廖馬 翻 叙 と fa“t ・ ‘断 諺 君あ 舜 吻 。
・

， 侮 審穐 纏 乏 の 殺酬

に 粛し マ モ殺箘知働 ヤ分 詔あ 引 〜 3 蝿霞 で 13t κ ど 耐 払 低 下 1∫ 恥
・

， r：
。
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